
〈

研

究

論

文
1
2
〉

危
　

機
　

と
　

パ
　

ト
　

ス

―
―
一
九
三
〇
年
代
の
三
木
清
と
朴
鍾
鴻
、
朴
致
祐
の
哲
学
思
想
比
較
―
―

趙
　
　
　

煕
　
栄

こ
の
論
文

は
一
九

三
〇
年
代

の
日
本
の

哲
学
者
三
木

清
と
、
そ
の
当
時

に

日
本
の
統
治
下

に

あ
っ
た
朝
鮮

の
哲
学
者
朴
鍾

鴻
、
朴

致
祐
の
危
機
論
と
パ

ト
ス
（
p
a
t
h
o
s
）
論
を
比
較
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
三
〇
年
代

は
政
治
経
済
的

に
全
く
危

機
の
時
代
で
あ
っ
た
。
政
治
的

に
は
イ
タ
リ
ヤ
の
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
、
ド
イ
ツ
の
ナ
チ
ズ
ム
、
日
本
の
軍
国
主

義

が
台
頭
強
化

さ
れ
た
時
代

で
あ
り

、
経
済

的
に
は
世
界
的
経
済
恐
慌
に
襲

わ
れ

た
年
代
で

あ
っ
た
。
帝
国
主
義
日
本

の
支
配
下

に
あ

っ
た
朝
鮮
で
は
、

一
九
二
九

年
十
一
月

三
日
に
光
州
学

生
事
件

が
起
こ
り

、
こ
れ
に
先
立
つ
同

年
九
月
一

日
に
は
高
等
普
通
学
校

の
朝
鮮

語
科
目

が
廃
止

さ
れ
、
日
本
語
常

用

が
強

制
さ
れ
る
な
ど
、
抵
抗
と
弾
圧

が
激
化

し
始
め
た
時
代
で
あ
っ
た
。

一

九
三
〇

年
代
は
世
界
的
に
全
体

主
義
的
独

裁
、
経
済
恐
慌
、
戦
争
の
前
兆

な
ど
が
現

わ
れ
始

め
た
時
代
で

あ
り

、
そ
れ
に
し
た

が
っ
て
、
危
機
感
が
高

調

し
た
時
代

で
あ
っ
た
。

ド
イ
ツ
の
哲
学
史
家
ヴ
ィ
ン
デ
パ
ン
ト
が
、
「
わ
れ
わ
れ
は
偉
大
な
思

想
家
た
ち
の
学
説
の
な
か
で
、
そ
の
思
想
家
自
身
の
人
格
性
の
充
溢
よ
り
も
、

む
し
ろ
概
念
的
に
圧

縮
さ
れ
た
そ
の
時
代

の
理
性
内
容

を
発
見
す
る
」
と
書

い
て

い
る
が
、
一
九
三
〇

年
代

の
三
木
清
と
朴
鍾
鴻

、
朴
致
祐
ら
は
共

に
時

代
感
覚
に
鋭
敏
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
時
代
の
共
通
関
心
事
で
あ
っ
た
危
機

七
危
機
意
識
に
つ
い
て
語
り

、
且

つ
、
そ
の
克
服
策

と
し
て
の
実
践

の
パ
ト

ス
的
性
格
を
論
じ
て
い
る
。

Ⅱ

三
木
清
は
一
九
三
二

年
十
一
月
号

の
「
理
想
」
誌
に

″
危
機
意
識
の
哲
学

的
解
明
″

を
書
い
た

が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
危
機
は
特
定

の
情
勢
で
あ
る
。



そ
れ
で
は
、
情
勢
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
？
　
情
勢
の
概
念
は
環

境
の
概
念
と
の
比
較
に
よ
っ
て
適
切
に
説
明
し
得
る
。
①
環
境
の
概
念
が
静

態
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
情
勢
の
概
念
は
動
態
的
で
あ
る
。
②
環
境
は
主

体
に
対
し
て
外
ま
た
は
側
に
あ
る
が
、
情
勢
に
お
い
て
は
主
体
は
情
勢
の
中

に
一
緒
に
居
る
。
③
植
物
と
動
物
は
環
境
の
中
に
存
在
す
る
が
、
人
間
は
情

勢
の
中
で
実
践
す
る
。
か
く
し
て
危
機
と
は
特
定
の
情
勢
で
あ
る
。
危
機
は

歴
史
の
弁
証
法
的
発
展
に
お
け
る
矛
盾
ま
た
は
対
立
の
時
期
を
意
味
す
る
。

朴
鍾
鴻
は
一
九
三
三
年
十
月
、
東
亜
日
報
に
載
せ
た

″
矛
盾
と
実
践
″
と

い
う
論
文
の
中
で
、
区
別
的
側
面
で
見
た
事
物
の
関
係
を
差
異
関
係
。
対
立

関
係
、
矛
盾
関
係
の
三
種
に
分
け
、
矛
盾
関
係
が
も
っ
と
も
対
立
が
尖
鋭
化

し
た
状
態
だ
と
説
明
し
た
。
そ
し
て
危
機
と
は
わ
れ
わ
れ
が
生
存
し
て
い
る

現
実
の
矛
盾
が
そ
の
絶
頂
に
到
達
し
た
時
期
で
あ
る
と
い
う
。

朴
致
祐
は
一
九
三
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
「
哲
学
」
誌
第
二
号
に

″危
機
の

哲
学
″
と
い
う
論
文
を
発
表
し
た
が
、
こ
の
中
で
現
実
の
主
体
的
把
握
を
強

調
し
な
が
ら
危
機
の
問
題
を
論
じ
て
い
る
。
朴
致
祐
に
よ
れ
ば
危
機
と
は
客

体
的
矛
盾
が
主
体
的
に
把
握
さ
れ
た
特
定
の
時
期
で
あ
る
。

Ⅲ

三
木
清
、
朴
鍾
鴻
、
朴
致
祐
の
危
機
論
は
共
に
実
践
論
に
つ
な
が
る
。
彼

ら
に
よ
れ
ば
、
危
機
は
実
践
に
よ
っ
て
の
み
克
服
さ
れ
る
。
三
木
清
と
朴
鍾

鴻
、
朴
致
祐
と
の
相
違
は
、
彼
ら
の
置
か
れ
た
状
況
の
相
違
に
従
っ
て
同
じ

く
実
践
を
唱
え
な
が
ら
も
実
践
の
意
味
が
も
つ
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異
な
る
点
で

あ
る
。
支
配
国

の
哲
学
者
三
木
清
は
、
一
時

マ
ル
ク
ス
主
義
的
実
践

を
唱
え

た
か
と
思
え
ば
、
い
つ
の
ま
に
か
、
昭
和
研

究
会
に
属
し
て「
東
亜
協
同
体
」

の
論
陣
を
張
り
、
侵
略
戦
争

に
よ

る
東
亜
新
秩
序
建
設
を
意
味
付

け
た
が
、

被
支
配
国

の
哲
学
者
、
朴
鍾

鴻
、
朴
致
祐
ら

は
実
践
的
独
立
運
動

に
よ
っ
て

の
み
現
実
の
矛
盾
と
危
機

は
克
服

さ
れ
得

る
性
質
の
も
の
と
考
え

た
の
で
あ

る
。そ

れ
で
は
実
践
の
主
体
で

あ
る
人
間
は

ど
の
よ
う
な
構
造
を
も
つ
も
の
で

あ
る
か
？
　

そ
れ
は

Ｌｏ
ｇ
ｏ
ｓ

的
で
あ
る
と
同

時
に

Ｐ
ａ
ｔｈ
ｏ
ｓ

的
で
あ
る
。

三
木
清

の
論
文

″
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
パ
ト
ロ
ギ
ー
″
（
一
九
三
三
）
に
よ
れ

ば
、
人
間

の
意
識
は

ロ
ゴ
ス
と
パ
ト
ス
と
い
う
相
反
す
る
も
の
に
よ
っ
て
弁

証
法
的
に
構
成
さ
れ
て
い

る
。
ロ
ゴ
ス
的
意
識

が
高
ま
れ
ぱ
対
象
意
識

が
明

瞭
に
な
る
の
に
対
し
て
、
パ
ト
ス
的
意
識
が
深
ま
れ
ば
対
象
意
識
が
喪
失
す

る
。
そ
し
て
パ
ト
ス
的
意
識

が
主
体
的
意
識
で
あ

る
。
実
践
に
於

け
る
主
体

的
意
識
に
は
ヽヽ
ヽ
ユ
ト
ス
的
要
素

が
あ

る
。
ミ

ュ
ト
ス
的
要
素
を
含
む
こ
と

に

よ

っ
て
思
想
は
信
念
の
性
格

を
も

ち
実
践
的

と
な

る
。
以
上
の
如

く
、
三
木

清
は
実
践

の
パ
ト

ス
的
性
格
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。

朴
致
祐
は

ロ
ゴ
ス
的
把
握

が
真
理
性

と
関
係

を
も

つ
の
に
対
し
て
、
パ
ト

ス
的
把
握
は
誠
実
性
と
関

係
を
も
つ
と
見

る
。
ロ
ゴ
ス
的
把
握
は
学

問
的

態

度
的
把
握
で
あ
り
、
事
物

を
対
体

と
し
て
認
識
す

る
。
こ
れ
に
対

し
て
、

パ
ト
ス
的
把
握
は
生
活
的
・
交
渉
的
把
握
で
あ
り

、
事
物
を
生
き
生
き
と
し

た
対

者
と
し
て
体

験
す

る
。
前
者
に
お
い
て
は
そ
の
対
体
は
死

せ
る
も
の
で

あ
り
、
後

者
に
お
い
て
は
そ

の
対
者
は
生

け

る
も
の
で
あ
る
。
傾
き

か
け

た



小

屋
を
態
度
的
視
察

は
崩

れ
か
け
た
建

物
と
し
て
認

識
し
、
交
渉
的
態
度
は

貧
し
い
人
た

ち
が
起
居

す
る
所
と
体

験
す
る
。
そ
し
て
、
こ

の
よ

う
な
パ
ト

ス
的
把
握

が
朴

致
祐
の
挙
げ
る
主
体
的
把
握
の
第
一
段

階
で

あ
る
と
こ
ろ

の

交
渉
的

把
握

の
様

式
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
段
階
で
は
い

ま
だ
に
事
物

と

和
協
的
交
渉
関

係
に
あ
る
。
こ
れ
か
ら
出
発

し
て

、
よ
り
情

熱
的

な
把
握
で

あ
る
矛

盾
的
把

握
の
段
階
と
、
も
っ
と
も
情
熱
的

な
把
握
で

あ
る
実
践
的
段

階
に
ま
で
到

達
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
朴
致
祐
は
主
体
的
把
握
を
"
身
命
を
投
げ
打
っ
て
情
熱
的

に
把
握
す

る
把

握
様

式
″
と
規
定
し

、
交
渉

的
・
矛
盾
的
・
実
践
的
把
握

の
各

段
階
を

、
把
握

に
お
け
る

″情

熱
の
強

弱
″
、
″
誠
実
性
の
強
弱
″
に
従

っ
て

高
低

を
分
け
て

い
る
。
信
念
無

し
に
は
情
熱
を
も
つ
こ
と

が
出
来

な
い
か
ら

、

こ
の
点

に
お
い
て
三
木

清
と
朴

致
祐

の
考
え

は
一

致
し
て
い
る
。
し

か
し

、

両
者
の
相
違
点

は
。
三
木

清
が
実
践

に
お
け

る
ロ
ゴ
ス
的
要

素
を
認

め
な

が

ら
も
パ
ト

ス
的
要
素

を
よ
り
強
調

し
た
の
に
対

し
・て

、
朴
致
祐
は
最
高
の
段

階
で
あ
る
実
践
的
把
握
の
段
階
で
ロ
ゴ
ス
的
要
素
が
重
要
な
役
割
を
す
る
と

強

調

し
て
い
る
点
で
あ
る
。
朴
致
祐
は
実
際
に
お
け

る
実
践

を
盲
目

的
に
し

な
い
為
に
は
、
思
想
に
対
す
る
ロ
ゴ
ス
的
検
討
を
充
分
に
し
た
上
で
そ
の
思

想
に

従
っ
て

実
践
す

る
よ
う
に
と
す
す
め
て
い

る
。

そ

れ
で
は
朴

鍾
鴻
は
ど
の
よ
う
な
見
解
を
実
践
的
問
題

に
対

し
て
示

し
て

い
る
か
？
　

朴
鍾
鴻
は
一
九
三
三
年
七
月
に
発
行

さ
れ
た
「

哲
学
」

誌
創
刊

号
に
載

せ
た
論
文

″
哲
学
す
る
こ
と

の
出
発
点
に
対

す
る
一

疑
問
″
に
お
い

て

、
知
識
を
対
象
的
知
識
と
交
渉
的
知
識
に
分
け
て

い
る
。
こ
れ
は
、
朴

致

祐

が
ロ
ゴ
ス
的

把
握
と
パ
ト
’ス
的
把
握
を
対
比
さ
せ
た
の
と
似
て
い
る
。
朴

鍾

鴻
に

よ
れ
ぱ
、
物
と
の
実
際
的
交
渉
は
対
象
的
認
識
以
前
の
第
一

次
的
・

根
源
的
交

渉
で

あ
る
。

朴
鍾
鴻
は
″
哲
学
す
る
こ
と
の
実
践
的
地
盤
″
（
「
哲
学
」
誌
第
二
号
、
一
九

三
四
）
と
い
う
論
文
に
お
い
て
、
ロ
ゴ
ス
的
な
る
も
の
は
テ
オ
リ
ア
的
で
あ

る
と
し
て
理
論
的
と
い
う
表
現
を
与
え
、
パ
ト
ス
的
な
る
も
の
は
実
践
的
で

あ

る
と
し

て
感
性

的
な
面

を
重
要
視
す
る
。
実
践
は
感
性
的
実
践

で
あ

る
。

″
内
面

的
・
情
意
的
主
体
性

”
を
も

っ
た
人
間

が
現
実
生
活
の
中

で
感
性
的
・

社
会
的
実
践

を
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
こ
に
理
論
と
実
践
の
弁

証
法
的
統
一

が
成
立
す

る
。
理
論
と
実
践
の
関
係
は
お
互
い
に
対

立
し
、

制
約

し

な

が

ら
も
実
践

は
理
論

の
指
導

を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
発

展
し
、
発
展
し
た
実

践
は
更

に
新
し

い
段

階
の
理
論

を
要
求
す
る
。
理
論
は
実
践
を
発
展

さ
せ
る

と
同
時
に
自
己

を
発
展

さ
せ
、
発
展
し
た
理
論
は
更
に
新
し
い
段

階
の
実
践

を
要
求
す

る
。
理

論
と
実
践

は
こ

の
よ
う
な
段
階
を
踏
み
な
が
ら
お
互
い
に

発
展

し
て
行
く
。
こ
こ
に
両
者

の
弁
証
法
的
発
展

が
あ
る
。
理
論
は
こ

の
よ

う
な
弁
竃
法
的
過
程
を
傴
で
漸
次
に
そ
の
真
理
性
に
接
近
し
、
実
践
は
自
然

発

生
的
行

動
か
ら
理
論
的
に
自
覚
し
た
高
次
的
実
践
に
及

ぶ
も
の
で
あ
る
。

以
上

の
よ
う
に
、
朴
鍾
鴻
は
理
論

と
実
践

の
弁
証
法

、
換
言
す
れ
ば
、
理
性

的
な
も
の
と
感
性
的
な
も
の
、
す

な
わ
ち

、
ロ
ゴ
ス
と
パ
ト
ス
の
弁
証
法

を

説

い
て
い
る
。

比
較
的
に
言
え
ば
、
三
木
清
が
実
践

に
お
け

る
パ
ト

ス
的
要
素
を
強
調

し
、

朴

致
祐

が
実
践

的
段
階
に
お
け
る
ロ
ゴ
ス
的
検
討
を
重
要
視
し
た
の
に
比

べ



て

朴

鍾

鴻

は

両

者

の

弁

証

法

的

統

一

を

主

張

し

て

い

る

。

Ⅳ

以

上

の

よ

う

な

″
危

機

と

パ

ト

ス

″

の

問

題

が

も

つ

意

味

の

重

要

性

は

一

九

三

〇

年

代

の

時

代

的

背

景

を

無

視

し

て

は

理

解

し

得

な

い

。

特

に

、

朴

鍾

鴻

、

朴

致

祐

ら

が

こ

の

問

題

と

真

摯

に

取

り

く

ん

だ

の

は

、

彼

ら

が

″
無

念

な

る

に

四

万

の

打

開

策

を

切

実

に

求

め

た

パ

ト

ス

的

憂

国

の

情

の

現

わ

れ

で

あ

ろ

う

。

（
チ
ョ
ク
・
ヒ
∃
ン
、
哲
学
、
全
南
大
学
教
授
）
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（

２

）

『

三

木

清

全

集

』

第

五

巻

（

岩

波

書

店

、

一

九

六

七

年

）

一

五

－

一

九

頁

。

（

３

）

朴

致

祐

「

危

機

の

哲

学

」

（
「

哲

学

」

第

二

号

、

哲

学

研

究

会

、

一

九

三

四

年

）

四

頁

。

（

４

）
　

も

ち

ろ

ん

、

朴

鍾

鴻

と

朴

致

祐

と

の

間

に

も

思

想

的

立

場

の

相

違

が

あ

る

。

後

日

。

祖

国

分

断

の

悲

劇

と

同

時

に

、

朴

鍾

鴻

は

民

族

主

義

者

と

し

て

、

朴

致

祐

は

マ

ル

キ

シ

ス

ト

と

し

て

別

々

の

道

を

歩

む

こ

｀と

に

な

る

が

、

彼

ら

の

初

期

思

想

で

あ

る

一

九

三

〇

年

代

の

危

機

論

な

い

し

実

践

論

に

も

そ

の

萌

芽

を

認

め

る

こ

と

が

で

き

る

。

（

５

）

『

三

木

清

全

集

』

第

十

一

巻

、

二

一

二

頁

。

（
６
）
『
朴
鍾
鴻
全
集
』
第
一
巻
、
三
一
一
頁
。

（

７

）
　

同

書

、

三

三

一

頁

。

（

８

）
　

同

書

、

三

一

三

頁

。
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